
第 114回 JPAパフィオサロン議事録 

 

  日時：平成 27年 9月 27日   10:30～16:00 

    会場：いこいの村涸沼 

  参加人数：17名 

 

１． 事務連絡と検討事項 

 

１）全日本蘭協会の「トリトン秋の洋らん展(11/8～11/11)」参加依頼について 

・会として参加することを決定する。 

・搬入については、和田さんが協力していただけることとなり、望月さんにも依頼をする

こととなった。 

・会場での受入れは和田さんと秋元さんにお願いすることとなった。 

２）10 月のサロンは、土曜日の 10 月 24 日に実施することを確認。場所は道の駅しもつけ。 

３）その後の主なサロンの開催日程と調整について 

①2月の東京ドーム期間(2/13～2/19)のサロンは 2月 13日(土)に科学技術館で行うことを承

認。 

②3月 27日は水戸植物園での開催を望月さんの協力を得て検討する。 

③4 月は望月さんのフォーラムが 4 月 24 日開催予定であるので、サロンは前週の 4 月 17

日開催を承認。 

④7月の JPA ・KPG合同例会は 7月 30日～31日の開催が、代表者会で決定された。 

４）8月サロンで会員から提案のあった鑑賞会の復活について 

 参加者を増やすために、認定審査や外部の講演等を含めた鑑賞会の復活の提案があり、

会場や予算の関係もあるが、準備委員会を組織して議論を進める方向が検討された。開催

するとすれば、12月・2月（科学技術館）・3月・6月・9月（涸沼）の意見があった。 

５）JPA・KPG 合同例会（JPA 窓口・石橋さんから報告事項） 

①来年の開催日程は 7月 30日～31日に決定している。 

②参加者が減少している。特に JPAの参加者が少ない。今年は JPAからの出品株は 1株の

みであった。来年の会場は 50名で仮予約してあるが、3000円の参加費では 65名が参加し

ないと採算が合わない。まだ参加費値上げの話はない。KPGから JPAに強い参加協力要請

があった。 

③来年のテーマはブラキを取り上げ、岩崎、井上、斉藤の 3 氏によるパネルディスカッシ

ョンを開催したい予定。 

６）今年の合同例会のオプショナルツアー収支の報告 

 すでに亀井さんから 9 月 2 日にメールで報告のあった合同例会のオプショナルツアー収

支報告について田中会長から詳細な説明があった。会員から JPAの約 20万円の剰余金を取



り崩して、5万円が残り繰越しとなったが、3年後に向けての質問があった。次回の開催に

向けて、繰越金に加えて資金の貯蓄を継続する予定。 

 

２．田中会長からの情報提供 

 田中会長からパフィオの自生地の最新情報やタイヤナムのプライマリー交配などたくさ

んの写真を交えて報告があった。 

 

３．人気投票の結果 

 1位(8票) Mexipedium xerophyticum ‘Daxaca’ CBR/AOS 戸田貴大 

 2位(7票) Paph.sangii ‘Riverside’ AM/AOS 斉藤正博 

 3位(5票) Paph.bellatulum ‘Chi’s Delight’ 斉藤正博 

 3位(5票) Paph.helenae fma.album 小林文男 

 3位(5票) Paph.Lebeau 和田洋 

1位賞品は新米で望月さんから提供です。入賞の方々おめでとうございました。望月さん

にはいこいの村との窓口などサロンの準備で含め、ありがとうございます。 

 

 その他に、品種解説やビンゴゲームで盛り上がりました。楽しい一日でした。 

 

                              （記録：秋元政人） 


